
『春
記
』
を
通
し
て
み
る
関
白
頼
通
と
御
堂
流

の
人

々

木

本

久

子

は

じ

め

に

1

　
藤
原
頼
通
の
時
代
、
後
期
摂
関
時
代
に
蔵
人
頭
を
務
め
た
藤
原
資
房
が
日
記

『春
記
』
の
中
で

「親

々
公
卿
」
と
呼

ぶ
人

々
が
い
る
。
資

房
が
こ

の
よ
う
に
呼
ぶ
の
は
関
白
頼
通
を
取
り
巻
く
、
あ
る
特
定
の
人

々
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
単
な
る
取
り
巻
き
で
は
な
く
、
先
代

か
ら
の
摂
関
家
と
の
密
接
な
関
係
や
、
公
私
に
わ
た
る
奉
仕
に
よ
り
頼
通
の
信
任
を
勝
ち
得
、
廟
堂
に
お
け
る
頼
通

の
重
要
な
補
佐
役
と

な

っ
た
人
々
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「親
々
公
卿
」
は
、
①
頼
通

の
血
縁
関
係
者
、
②
血
縁
関
係
に
な
い
者
、
③
異
姓

の
者
に
大
別
さ
れ
る
。

②
③
に

つ
い
て
、
源
師
房

・
源
隆
国

・
藤
原
経
輔

・
源
経
長

・
源
経
成

・
源
資
通

・
藤
原
経
任

・
藤
原
公
成

・
藤
原
経
家

・
藤
原
行
経
を
取

り
上
げ
、
父
道
長
と
は
異
な
り
、
血
縁
関
係
だ
け
に
頼
ら
な
い
廟
堂
の
構
成
を
、
頼
通
が
彼
ら
と
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
、
別
稿
に
記
し
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
資
房
の
い
う

「親

々
公
卿
」

の
中
で
も
①

の
頼
通

の
血
縁
関
係
者
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
こ
こ

で
い
う
頼
通
の
血
縁
関
係
者
と
は
、
道
長
を
父
に
も

つ
頼
通
の
兄
弟
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
、

い
わ
ゆ
る
御
堂
流
の
人
々
で

あ
る
。
頼
通
に
は
同
母
弟
の
教
通
と
異
母
弟

の
頼
宗

・
長
家

・
能
信

の
四
人
の
兄
弟
が
お
り
、
さ
ら
に
教
通
に
は
信
家

(頼
通
養
子
)
・
信

長

・
通

基

(道
長
養
子
)
、
頼
宗
に
は
兼
頼

(道
長
養
子
)

・
俊
家

・
能
長

(能
信
養
子
)
、
長
家
に
は
家
忠

・
祐
忠
な
ど
の
子
ど
も
が

い
た
。



2

頼
通
と
そ
の
兄
弟
た
ち
は
、
父
の
道
長
の
時
代
、
源
倫
子
を
母
と
す
る
頼
通

・
教
通
と
源
明
子
を
母
と
す
る
頼
宗

・
長
家

・
能
信
と
の
間
に

昇
進
の
差
が
あ

っ
た
も
の
の
、
み
な
廟
堂
に
お

い
て
道
長
を
補
佐
し
、
道
長

一
家
を
中
心
と
し
た
廟
堂
が
構
成
さ
れ
、
政
治
体
制
を
盤
石
な

も
の
に
し
て
い
た
。
頼
通
の
時
代
に
移
行
し
て
も
、
廟
堂
の
構
成
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
達
が
続

々
と
廟
堂
入
り
し
て

お
り
、

中
級
貴
族
で
あ
る
資
房
に
と

っ
て
、
廟
堂
で
重
要
官
職
を
独
占
す
る
御
堂
流
の
人
々
の
権
勢
は
絶
大
な
も
の
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景

の
中

で
資
房
は
、
御
堂
流
の
人
々
や
彼
ら
を
取
り
巻
く
人
々
の
政
務

の
解
怠

や
豪
奢
に
対

し
て
常
に
批
判
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(1
)

あ

っ
た

。
赤
木
志
津
子
氏
の

『訓
読
春
記
』

の
解
題
を
初
め
と
し
た
先
学
に
お
い
て
は
、
資
房
が
頻
繁
に
権
勢
に
対
す

る
批
判
を
記
し
て
い

る
こ
と

が

『春
記
』
の
特
徴
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か

し

『春
記
』

の
中
に
は
、
頼
通
と
他
の
御
堂
流

の
入
々
と
の
関
係
に
つ
い
て

「親

々
公
卿
」
と
呼
ぶ
者
、
或

い
は
頼
通
と
の
確
執
を

示
唆
す

る
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違

い
が
み
ら
れ
、
資
房
が
御
堂
流
の
人
々
を

一
括
り
に
み
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
気
が
付
く
。
例
え

ば
頼
通
と
教
通
の
関
係
に

つ
い
て
、

一
般
的
に

『古
事
談
』
な
ど
の
説
話
か
ら
両
者
の
不
和
に

つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
資
房
も
次

の
よ

う
に
両
者
の
不
和
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
長
暦
三
年

(
一
〇
三
八
)
、
教
通
女
生
子
が
後
朱
雀
天
皇
に
入
内
す
る
際
、
頼
通
は
非
協
力
的
で
、
こ
の
件
に
関
す
る
後
朱
雀
天
皇
の
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)

聞
く
耳
を
持
た
ず
、
話
を
前

へ
進
め
よ
う
と
し
な
か

っ
た
こ
と
や
生
子
は
初
め
て
の
入
内
の
際
、
輩
車
で
の
参
入
が
許

さ
れ
た
の
で
、
教
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3
)

が
頼
通

に
輩
車
を
借
り
よ
う
と
し
た
が
、
頼
通
は
そ
れ
に
応
じ
な
か

っ
た

こ
と

な
ど
を
資
房
は
記
し
て
い
る
。
自
ら

の
女
子

の
誕
生
と
養

女
姫
子

の
皇
子

の
誕
生
を
待
ち
わ
び
た
頼
通
と
、
早
々
に
後
朱
雀
天
皇
や
後
冷
泉
天
皇

の
も
と
に
女
を
入
内
さ
せ
、
新
た
な
外
戚
関
係
を
築

こ
う
と
し
た
教
通
の
問
に
は
、
道
長

の
死
後
、
後
宮
政
策
や
摂
関
家
継
承
を
め
ぐ

っ
て
確
執
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
資
房

の
記
述
か
ら
も
窺
え

る
。



『春記』を通 してみる関白頼通と御堂流の人々

　

こ
の
よ
う

に
資
房
が
み
る
御
堂
流
の
人

々
は
、
道
長
時
代
と
は
違

い
、
皆
が

一
様
に
同
じ
方
向
を
向

い
て
御
堂
流
摂
関
家
を
盛
り
立

て
よ

う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う

で
あ
る
。
頼
通
が
血
縁
関
係
だ
け
に
頼
ら
な
い
新
た
な
廟
堂
を
構
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
は
、
兄

弟
聞
の
確
執
が
顕
著
と
な
り
、
頼
通
自
身
が
筆
頭
と
し
て
摂
関
家
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
協
力
体
制
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
頼
通
は
自
ら
が
直
面
し
て
い
る
、
摂
関
家
継
承
を
め
ぐ
る
兄
弟
間
で
の
牽
制
を
さ
け
る
た
め
に
、
後
継
者
と
し
た

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(4
)

男
通
房

以
外

の
実
子
を
養
子
に
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
頼
通
に
は
補
佐
役
と
し
て
、
ま
た
協
力
者
と
し
て
の

「親

々
公
卿
」
の
存
在
が

大
変
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。

　
本
稿

で
は
先
に
述
べ
た
御
堂
流
内

の

「親

々
公
卿
」
の
抽
出
と
、
そ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
御
堂
流

の
人
々
と
頼
通
と

の
関
係
に

つ
い
て
述

べ
て
い
き
た

い
。
『春
記
』
は
道
長
の
死
後
に
書
か
れ
、
頼
通
が
実
質
的
に
関
白
と
し
て
動
き
出
し
た
時
期
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
唯

一
の
史

料
と
い

っ
て
よ
い
。
『春
記
』
を
通
し
て
、
御
堂
流
の
存
在
形
体
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
道
長
以
後
、
頼
通
独
自

の
摂
関
家
継
承
に
つ
い
て
の

意
識
を
知
る
上
で
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
特
に
記
さ
な

い
限
り
、
史
料
は

『春
記
』
に
よ

っ
て
い
る
。

3
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御
堂
流
の
人
h

コ

親
h

公
卿
L

そ
の

他

藤原通房
藤原頼宗
藤原兼頼
藤原俊家
藤原長家
藤原忠家
藤原祐家
藤原教通
藤原通基
藤原信家
藤原信長
藤原能信
藤原能長
源師房
源隆国
藤原経輔
源経長
源資通
源経成
藤原公成
藤原行経
藤原経任
藤原経家
藤原資房
藤原資平
藤原資仲
藤原経季
藤原良頼
源資綱
藤原資業
源基平
源俊房
藤原師経
源経信

1

0

O
0

0

0

0
0
0

0

0
O
0

0

0

2

0
Q
0
0
0

O

0

0
0
0
0
O

0

0

3-1

0

●

0

3-L?

0
O

O

0
0

0
●

i

0

0

4一①

0

0

0

O

0

O

4一②

0

0

0

0

0

O

O

O

0

0

g-.3

O

O

●
O

O

●

●

　 p

0

0

O

妻喪

母喪
母喪
0

O

O

0

留守
0

留守

0

留守

留守
0

0

0

0

重服

4一⑤

0

0

0

0

0

0

0

O

0

O

0

O

0

0

5-r!.

0

0

病

0

0

●

0

0

0

O

0

0

0

O

●

5一②

0

0

0

O

0

●
●
0

0

0

0

O

0

●

5一③

0

0

0

0

0

0

●

0

0

5-●

○僧前
●僧前

○僧前

○僧前
●僧前

O

●僧前
●僧前
●僧前

●
O

●僧前
○僧前
●僧前
0僧 前
○僧前
●
●僧前

0

0

6-(1

O
0

0
O

0
○僧前

0

O僧 前
0

○僧前

●僧前

●僧前
O
0
0

0

d

6-2

0
0

O
0

0

0

0

0

0
0
0
0

●

0

0
●

表 【頼通主催行事へ の参加者】

1【 白河遊興】長暦2年10月6日

2【 中宮菊宴】長暦2年10月16日

3【 弓興】①長 久2年3月24日(弓 興)② 長久2年3月26日(負 態)

4【 興福寺供養 】①永 承3閏 正月5日(諸 雑 事定)　 ②永承3閏 正 月6日(諸 雑事定)

　 　 　 　 　 　 　③永 承3年2月24日(諸 雑事 定)　 ④永承3年3月2日(落 成供養)

　 　 　 　 　 　 　⑤永承3年3月3日(帰 洛)

5【 法成寺新御堂供養 】① 永承5年3月6日(試 楽)② 永承5年3月10日(開 眼 ・習礼)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ③ 永承5年3月12日(試 楽)④ 永承5年3月15日(落 成供養)

6【 頼通室周忌法事 】① 天喜2年5月19日(法 性寺)② 天喜2年5月23日(三 条本宅)

○　行事 への参加がみ られる もの

●　惣 行事 となる など、行事 において中心的 な役割 を果た した者
一行事 が行われた時点で、す でに麗 去 してお り、行 事の参加が不可能 であった者
・頼通 の私的行事 を網掛で示 した(1 ,2,3,6)
・御堂 流の人々欄　御堂流 の人々の中の 「親 々公卿」 を太字で示 した

　 なお 、藤原通房 は頼通 の後継者 であるので 「親 々公卿 」 としなか った
・4一 ④ 　5一 ① 不参加 の理 由について分か っている もの を特 に記 した

・5一 ④ 　6一 ① 僧前 を調進 した ものについて特 に記 した
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書
睡
郭
㊦
〉
々

源
　
倫
子

長
家
①

頼
通

藤
原
道
長

源
　
明
子

教
通

兼
頼
②

通
基
③

頼
宗

-

長
家
Φ

能
信

通
房
俊
綱
定
綱
忠
綱
④

覚
圓
師
実
寛
子

(後
冷
泉
天
皇
中
宮
)

姫
子

(後
朱
雀
天
皇
中
宮
)

源
師
房
　
　
俊
房
⑤

源
顕
基

(源
俊
賢
息
)

源
俊
房
⑤

信
家
⑥

信
家
⑥

…

恵

綱
④

通
基
③

信
長
生
子

(後
朱
雀
天
皇
女
御
)

真
子

(後
朱
雀
天
皇
尚
侍
)

歓
子

(後
冷
泉
天
皇
皇
后
)

辮
四

羅
能
長
⑦

茂
子

(藤
原
公
成
女

白
河
天
皇
母
)

【頼通と御堂流の人々略系図】
御堂流内で養子関係にある者に①～⑦の番号を付した
同じ番号は同一人物を示す
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頼
通
主
催
の
行
事
と
そ
の
参
加
状
況

　

『春
記
』
に
は
、
頼
通
の
主
催
し
た
行
事
と
そ
の
参
加
者
に

つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
は
頼
通

の

「親
々
公

卿
」
の
多
く
が
参
加
し
て
お
り
、
惣
行
事
を
行
う
な
ど
、
行
事
に
お

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
主
に
御

堂
流
の
人

々
の
行
事
の
参
加
状
況
と
動
向
を
考
察
し
、
頼
通
と
の
関
係
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
前
頁
に
掲
げ
た
表
は
、
頼
通

主
催

の
行
事

へ
参
加
し
た
全
て
の
人
々
と
、
奉
仕
の
有
無
に
つ
い
て
、
『春
記
』
の
記
事
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
適
宜
参
照
し
て

ほ
し
い
。

　
ま
ず
、
頼
通
が
私
邸
で
開
催
し
た
遊
興
に
、
長
暦
二
年

(
一
〇
三
八
)
十
月
六
日
の
白
河
邸
で
の
遊
興
が
挙
げ
ら
れ
る
。
資
房
は
こ
の
日
、

「関
白
率
人
々
於
白
河
、
被
成
遊
興
」
と
記
し
て
い
る
。
資
房
が
こ
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に
白
河
殿
に
参
上
し
た
時
、
す
で
に
頼
通
は
こ
の

場
に
坐
し
て
お
り
、
ま
た
頼
宗

・
能
信

・
長
家
、
頼
通
の
養
子
で
あ
る
源
師
房
と
信
家
、
そ
し
て
頼
宗
の
子
俊
家
が
砥

候
し
て
い
た
と

い
う
。

そ
の
他

に
も

「親

々
公
卿
」
で
あ
る
源
隆
国
や
公
成
な
ど
も
同
様
に
砥
候
し
て
い
た
。
こ
の
日
、
和
歌
が
催
さ
れ
た
と

い
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
動
向

に

つ
い
て
は
具
体
的
な
記
述
は
な
く
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
次
に
同
年
十
月
十
六
日
、
頼
通
の
養
女

で
後
朱
雀
天
皇
の
中
宮

で
あ
る
姫
子
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
進
菊

の
宴
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

こ
の
宴

は
源
師
房
、
藤
原
公
成
、
藤
原
経
輔
な
ど
頼
通
の

「親
々
公
卿
」
が
発
起
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
資
房
は

「親
々

上
達
部

殿
上
人
等
之
外
不
相
示
、
称
我
党
云
々
事
太
説
也
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
参
加
者
が
頼
通

の
取
り
巻
き
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
白
河
殿

で
行
わ
れ
た
遊
興
と
同
様
に
私
的
行
事
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
時
の
参
加
者
に
は
発
起
人
の
他
に
、
頼
通
を
は
じ

め
、
頼
宗

・
長
家

・
通
房

・
信
家

・
兼
頼

・
俊
家

・
定
頼
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
彼
ら
は
直
衣
で
こ
の
場
に
砥
候
し
て
い

た
よ
う

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
資
房
は

「
不
御
傍
親
之
公
卿
、
直
衣
候
内
之
事
、
近
代
之
作
法
也
」
と
記
し
、
本
来
な
ら

「御
傍
親
之
公
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卿
」
で
な
い
者
は
、
内
裏
に
お
け
る
行
事

で
は
束
帯
を
着
し
て
砥
候
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
最
近

で
は
直
衣
で
砥
候

し
て
い
る
と
、
そ
の

作
法
を
暗

に
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

「御
傍
親
之
公
卿
」
と
は
、
後
朱
雀
天
皇
と
血
縁
関
係
な
ど
で
繋
が

っ
て

い
る
者
の
こ
と
で
あ

る
。
後

朱
雀
は
後

一
条
と
頼
通

の
姉
彰
子
の
子
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
御
堂
流

の
人
々
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た

が

っ
て
資

房
の
批
判
は
後
朱
雀
天
皇
と
の
血
縁
関
係
や
姻
戚
関
係
が
な
い
定
頼
と
公
成
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
会
に
参
集
し
た
御
堂
流
の
人

々
を
天
皇
の
血
縁
関
係
者
と
し
て
、
「親

々
公
卿
」
の
中
で
も

一
線
を
画
し
た
存
在
と
し

て
認
識
し
て
い
た
も

の
と
推
察

さ
れ
る
。

　
さ
て
長
久
二

(
一
〇
四

一
)
年
三
月
二
十
四
日
、
頼
通
の
高
倉
第
で
弓
興
が
行
わ
れ
た
。
「源
大
納
言
、
中
納
言
已
下
殿
上
人
数
多
」
と
あ

る
よ
う

に
師
房
以
下
多
く
の
人

々
が
集
ま

っ
た
。
こ
の
日
の
記
述
に
は
参
加
者

の
具
体
的
な
名
前
や
人
数
が
記
さ
れ
て

い
な

い
の
で
、
御
堂

流
の
人

々
が
参
入
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
翌
々
日
の
二
十
六
日
に
は
負
態
が
行
わ
れ
お
り
、
頼
宗
が
こ
の
場
に
参

入
し
て

い
る
。
ま
た
射
手

に
、
源
師
房

・
源
資
通

・
藤
原
通
房

・
藤
原
俊
家

・
藤
原
良
頼

・
源
経
長

・
藤
原
能
長

・
藤
原
行
経

・
藤
原
資
仲

な
ど
が

お
り
、
御
堂
流
の
人
々
も
多
く
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
二
十
四
日
の
弓
興
に
お

い
て
も
、
恐
ら
く
同
様

の
面
々
が
参
加
し

て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
な
お
、
弓
興
お
よ
び
負
態
は
、
高
倉
第
で
も
特
に

「若
宮
」
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
「若
宮
」
は
、
後
朱
雀
中
宮
娠
子

の
第

一
皇
女
で
あ
る

が
、
長
暦

三
年
に
姫
子
が
崩
御
し
た
後
、
頼
通
が
高
倉
第
に
お

い
て
養
育
し
て
い
た
。
こ
の

「若
宮
」
と
頼
通

・
「親

々
公
卿
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(5
)

　
次
に
、
永
承
三
年

(
一
〇
四
八
)
三
月
二
日
に
行
わ
れ
た
、
興
福
寺
落
成
供
養

に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
諸
雑
事
定
も
含
め
て
み
て
い

き
た
い
。

た
だ
し
こ
れ
は
頼
通
の
私
的
行
事
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
家
的
行
事
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
藤
原
氏
の
氏
寺
で
あ
る
興
福
寺

の
供
養
を

、
頼
通
が
氏
長
者
と
し
て
取
り
仕
切

っ
た
行
事
で
あ
る
の
で
、
そ
の
諸
雑
事
定
に
集
ま
る
人

々
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
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・つ

。

　
ま
ず

閏
正
月
五
日
、
頼
通
邸
に
は
源
師
房

・
藤
原
信
家

・
藤
原
資
平

・
藤
原
信
長
、
藤
原
経
任
、
藤
原
資
房
ら
が
砥
候
し
て
い
た
。
そ
の

時
、
頼

通
は
次
の
よ
う
な
命
を
下
し
て
い
る
。

　
　
山
科
寺
供
養
事
太
重
事
、
造
作
漸
成
了
、

(中
略
)
又
請
僧
五
百
人
袈
裟
、
公
家
所
被
調
也
、
表
衣
等
家
可
調
也
、
当
寺
天
台
三
井
寺
東

　
　
大
寺

七
大
寺
僧
皆
口
各
長
者
口
口
僧
侶
、
鷺
　
先
於
家
定
書
之
、
又
於
陣
可
令
清
書
也
、
又
幡
、
家
所
調
也
、
諸
宮
上
達
部
可
被
施
也

頼
通
は
、

興
福
寺
の
供
養
を
大
変
重
要
な
事
と
し
、
請
僧
五
百
人
の
袈
裟
に
つ
い
て
は
公
家

(天
皇
家
)
が
、
表
衣
や
幡
な
ど
に

つ
い
て
は

「家
」
、

つ
ま
り
摂
関
家
で
調
進
す
る
よ
う
に
差
配
し
た
。
ち
な
み
に
幡
に
つ
い
て
は
、
資
房
が
二
月
二
十
四
日
条
に

「
予
奉
幡
、
顯
離
辮
」

と
記
し

て
お
り
、
頼
通

の
仰
せ
に
よ
り
資
房
が
幡
を
調
え
、
頼
通
に
進
上
し
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
表
衣
に

つ
い
て
は
、
同
日
条

に

「今
日

被
分
送
法
服
等
、
表
衣
裳
等
也
、
関
白
所
被
調
也
、

一宗
長
者
許
計
入
数
所
送
給
也

」
と
あ
る
よ
う
に
、
頼
通
が
調
え
興
福
寺
に
送

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
次
い
で
翌
六
日
に
も
諸
事
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の

『春
記
』
に
は
、
頼
通
か
ら
資
房
の
父
、
資
平
の
も
と

に
書
状
が
届
け
ら
れ
、

そ
れ
に
は

「今
日
可
定
山
科
寺
雑
事
、
可
来
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
興
福
寺
諸
事
定

へ
の
参

加
を
頼
通
に
促
さ
れ

た
資
平

は
、
頼
通
邸
に
参
入
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
ま
ず
藤
原
能
信

・
源
師
房

・
藤
原
資
平

・
源
隆
国

・
藤
原
資
房
ら
が
頼
通
邸
に
砥
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(6
)

し
、
暫
く

し
て
、
藤
原
教
通

・
藤
原
頼
宗

・
藤
原
経
輔

・
藤
原
信
長

・
藤
原
俊
家

・
藤
原
経
任
ら
が
参
入
し
て
き
た
と

い
う
。
た
だ
し
、
資

房

・
信
長

・
俊
家
は
定

の
座
に
は
入
ら
な
か

っ
た
。
資
房
は

「各
依
厳
父
近
座
也
」
と
記
し
、
そ
の
理
由
を
信
長
の
父

・
教
通
、
俊
家
の
父

頼
宗
、
資
房
の
父
資
平
が
近
く
に
座
し
て
い
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
資
房
は
、
自
分
が
定

へ
参
入
し
た
理
由
に

つ
い
て
次

の
様
に
記

し
て
い
る
。

　
　
被
催
諸
卿
可
及
下
膓
也
、
而
已
無
召
、
々
々
之
人
強
不
可
参
入
欺
、
近
日
事
下
膓
非
人
数
耳
、
但
為
追
従
可
参
入
也

資
房
が
、
諸
卿

へ
の
参
入
の
催
促
は

「
下
膓
」
に
も
及
ぶ
べ
き
だ
と
か
、
最
近
で
は

「下
膓
」
は
人
数
に
入
れ
ら
れ
な

い
と
述
べ
て
い
る
こ
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と
か
ら
、
こ
の
日
は
上
膓

の
者
に
の
み
参
入
の
催
促
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
参
加
者

の
名
前
を
み
る
と

、
上
膓
の
者
と
は
、

教
通
を
は
じ
め
と
し
た
藤
原
氏
の
各
家

の
筆
頭
た
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
資
房
の
場
合
、
小
野
宮

の
筆
頭
で
あ
る
父
資
平
に
頼
通

か
ら

の
参
入
の
催
促
が
あ
り
、
資
房
に
は
催
促
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
信
長

・
俊
家
も
資
房
と
同
様
の
理
由

で
、
家
の
長
た
る

父
親
に
参
入
の
催
促

の
あ

っ
た
た
め
、
彼
ら
に
は
正
式
な
召
し
出
し
が
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
追
従

の
た
め
強

い
て
頼
通
邸
に
参
入
し
た
の
で

あ
る
。

　
以
上

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
六
日
の
諸
事
定
は
頼
通
が
氏
長
者
と
し
て
各
家

の
筆
頭
を
招
集
し
た
、
よ
り
正
式
な
決
定

の
場
で
あ

っ
た
と
推

察
す
る
。
た
だ
し
源
氏
で
あ
る
源
師
房
や
源
隆
国
が
こ
の
定
の
場
に
砥
候
し
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
こ
の
二
人

に
つ
い
て
は
別
稿
で

も
述
べ
た
通
り
、
頼
通
の

「親

々
公
卿
」

で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
常
に
頼
通
邸
に
伺
候
し
公
私
に
わ
た
る
補
佐
を
行

っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

藤
原
氏

の
氏
人
で
は
な
い
彼
ら
が
こ
の
定
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
頼
通
に
補
佐
役
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ
る
。

　
さ
て
興
福
寺
供
養

の
当
日
、
三
月
二
日
に
は
次
の
よ
う
な
人

々
が
儀
式
に
参
列
し
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず
御
堂
流
の
人

々
で
は
、
藤
原
頼

宗

・
藤

原
能
信

・
藤
原
長
家

・
藤
原
俊
家

・
藤
原
能
長
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
藤
原
資
平

・
藤
原
良
頼

・
藤
原
行
経

・
藤
原
経
季

・
源
師

房

・
源
隆

国

・
源
経
長
な
ど
の
公
卿
が
参
列
し
た
。
な
お
、
教
通
と
信
家

・
信
長
父
子
は
教
通
の
妻

の
喪
に
服
し
て
い
る
た
め
、
興
福
寺

へ

は
赴
か
ず

、
都
に
留
ま

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
永
承
五
年

(
一
〇
五
〇
)
法
成
寺
に
頼
通
に
よ
る
新
御
堂
が
完
成
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
三
月
六
日
の
試
楽

(延
引
)
・
十
日
の

開
眼
お
よ
び
習
礼

・
十
二
日
の
試
楽

・
十
五
日
の
落
成
供
養
な
ど

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
法
成
寺
は
、
周
知

の
通
り
藤
原
道
長
が
建
立

し
た
寺

で
あ
り
、
御
堂
流
の
人

々
と
関
係

の
深
い
も

の
な
の
で
、
特
に
御
堂
流

の
人
々
の
行
事

へ
の
参
加
と
そ
の
動
向

は
見
逃
せ
な

い
。

　
ま
ず

六
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
試
楽
は
、
教
通
の
日
頃
か
ら
の
体
調
不
良
が
平
癒
し
て
い
な
い
と
の
理
由
で
落
成
供
養
自
体
が
延
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引
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
た
だ
し
、
高
陽
院
に
は
す
で
に
多
く
の
人

々
が
参
集

し
て
お
り
、
音
楽
と

舞
が
行

わ
れ
、
饗
鰻
が
儲
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
御
堂
流
で
参
入
し
た
の
は
源
師
房

・
藤
原
信
家

・
藤
原
兼
頼

・
藤
原
信
長

・
藤
原
俊
家
な
ど

で
あ
る
。
次

い
で
、
十
日
は
開
眼
が
終
わ

っ
た
後
、
御
堂
に
お
い
て
落
成
供
養

の
習
礼
が
行
わ
れ
た
。
御
堂
流
で
参
入
し
た

の
は
、
源
師

房

・
藤

原
兼
頼

・
藤
原
信
長

・
藤
原
俊
家

・
藤
原
能
長
で
あ
る
。
ち
な
み
に
資
房
は
、
こ
の
日
の
座
次
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヵ　

　
　
今

日
能
長
卿
着
行
経
上
、
萬
人
属
目
、
更
不
得
心
事
也
、
行
経
已
為
上
膓
、
今
依
権
勢
、
推
着
其
上
、
未
周
事
也

、

能
長
は
頼

通
の
異
母
弟
藤
原
頼
宗

の
息
で
、
能
信
の
養
子
と
な

っ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
従
三
位

の
参
議

で
あ

っ
た
。

一
方
こ

の
日
参
加
し
て
い
た
藤
原
行
経
は
正
三
位
の
参
議
で
あ
り
、
資
房
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
行
経
が
能
長
の
上
膓
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず

、
こ
の
日
、
能
長
は
強
引
に
行
経

の
上
に
座

っ
た
と

い
う
。
資
房
は
こ
の
能
長

の
行
為
に
つ
い
て
御
堂
流
の
権
勢
に
よ
る
も

の
だ

と
批
判

し
い
て
い
る
。

　
次
に
十

二
日
に
高
陽
院
で
行
わ
れ
た
試
楽
に
は
、
藤
原
頼
宗

・
藤
原
長
家

・
源
師
房

・
藤
原
信
家

・
藤
原
兼
頼

・
藤
原
信
家

・
藤
原
俊
家

が
参
入

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
頼
宗

・
長
家
が
母
明
子
の
喪
中
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
資
房
は

「関
白
在
簾
中
、
寝
殿
與
西
壼
渡
殿
、
内
府

(頼
宗
)

戸
部

(長
家
)
同
被
砥
候
云
々
、
重
服
人
追
従
音
楽
所
古
今
未
聞
也
、
追
従
之
甚
也
、
已
忘
不
孝
之
答
耳
、
可
弾
指
々
々
」
と
述
べ

て
お
り
、
頼
通
と
同
じ
簾
中
に
砥
候
し
て
い
る
こ
と
や
、
重
服
の
人
が
試
楽
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
を
頼
通

へ
の
追
従
と
し
て
非
難
し
て
い

る
。

　
さ
て
十
五
日
の
落
成
供
養
当
日
に
お

い
て
は
、
倫
子

・
彰
子

・
祐
子
内
親
王
な
ど

の
参
加
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
藤
原
教
通

・
藤
原
俊

家

・
源
師
房

・
藤
原
信
家

・
藤
原
兼
頼

・
藤
原
信
長

・
藤
原
能
長
と
、
御
堂
流
の
ほ
と
ん
ど

の
人
が
参
加
し
、
さ
ら
に
僧
前
を
調
進
し
て
い

る
。
た
だ
し
頼
宗
と
長
家
に

つ
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
母
明
子
の
喪
中
で
あ
り
、
「内
府
弾
サ
戸
部
等
依
重
服
不
被
宛
云

々
」
と
あ
る

よ
う
に
、
僧
前
を
調
進
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
落
成
供
養
に
出
席
し
た
様
子
も
な

い
。
ま
た
能
信
に
つ
い
て
は
特
に
記
述
も
な
く
不
明
で
あ
り
、
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そ
の
養
子
能
長
は
参
加
し
た
御
堂
流
の
人
々
の
中
で
も
唯

一
僧
前
を
調
進
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(7
)

　
最
後

に
、
天
喜

二
年

(
一
〇
五
四
)
五
月
十
九
日
及
び
二
十
三
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
法
性
寺
と

「三
条
本
宅
」
で
行
わ
れ
た
、
頼
通
の
妻
砥

子

の
周
忌
法
要
に
参
加
し
た
御
堂
流

の
人
々
を
取
り
上
げ
る
。
両
日
と
も

「上
下
群
集
殆
可
動
天
歎
」
と
も

「今
日
上
下
雲
集
不
可
勝
計
、

門
前
成

市
」
と
も
見
え
、
公
卿
以
下
数
多
く
の
人
々
が
参
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
御
堂
流
の
人
々
は
藤
原
俊
家

・
藤
原
信
家

・
藤
原
信

長

・
藤

原
兼
頼

・
藤
原
能
長

・
藤
原
忠
家

・
藤
原
祐
家
が
お
り
、
特
に
信
長

・
能
長
が
僧
前
を
調
進
し
て
い
る
。

　
以
上

、
『春
記
』
に
み
ら
れ
る
六
つ
の
頼
通
主
催

の
行
事
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
頼
通
主
催

の
行
事
で
は
あ
る
が
、
主
催
の
趣

旨
や
対
象
と
し
た
人
々
か
ら
、
次
の
よ
う
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
中
宮
姫
子
や

「若
宮
」
祐
子
内
親
王
の
も
と
で
行
わ
れ
た
行
事
、

お
よ
び
頼
通
室
の
法
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
頼
通
の
私
的
要
素
が
最
も
強
い
行
事
と
い
っ
て
よ
い
。
次
ぎ
に
興
福
寺

の
落
成
供
養
は
、
先

述
し
た
通
り
国
家
的
な
行
事
で
あ
る
と

い
え
る
が
、
三
月
二
日
の
落
成
供
養
の
前
、
正
月
五
日
に
は
、
「家
」
が
調
進

す
べ
き
法
服

の
差
配

が
決
定

さ
れ
、
さ
ら
に
翌
六
日
は
諸
事
を
定
め
る
正
式
決
定

の
場
で
、
藤
原
氏
の
各
家

の
筆
頭
た
る
人

へ
参
入
の
催
促

が
な
さ
れ
た
。
し
た

が

っ
て
こ
の
両
日
は
氏
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。
最
後
に
頼
通
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
法
成
寺
新

御
堂

の
供
養
は
、
法

成
寺
が
道
長
建
立

の
寺
で
あ

っ
た
た
め
、
御
堂
流

の
人
々
に
関
わ
り
の
深

い
行
事
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
倫
子
や
彰
子
の
参
加

が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
教
通
の
病
気
平
癒
を
待

つ
た
め
に
供
養
が
延
引
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
え
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
頼
通

の

私
的
行
事

・
氏
人
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
行
事

・
御
堂
流

の
人
々
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
行
事

の
三
つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
行
事

へ
の
御
堂
流
の
人
々
の
参
加
者
を
み
て
み
る
と
、
行
事
に
よ

っ
て
区
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
三

つ
の
行

事
に
わ

た

っ
て
参
加
し
て
い
る
の
が
み
え
る
の
は
、
頼
宗

・
長
家

・
信
家

・
兼
頼

・
俊
家

・
能
信
で
あ
る
。

一
方
、
教

通
及
び
信
長
は
氏
人

を
中
心

と
し
た
行
事
と
御
堂
流
の
人
々
を
中
心
と
し
た
行
事

へ
の
参
加
は
見
ら
れ
る
が
、
頼
通

の
私
的
行
事

へ
の
参
加

は
ほ
ぼ
無

い
と

い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

(8
)

て
よ

い
。
ま
た
能
信

の
場
合
は
、
資
房
が

『春
記
』
に
、
能
信
は
日
頃
か
ら
出
仕
し
な
い
な
ど

の
僻
怠
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
頼
通
主
催
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の
行
事

の
み
な
ら
ず
政
務

へ
も
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
長
家
の
息
家
忠
と
祐
家

に

つ
い
て
は
、
頼
通

の
妻
砥

子
の
周
忌
法
要

へ
の
参
加
し
か
み
ら
れ
な

い
。
た
だ
し
、
こ
の
二
人
に

つ
い
て
は
、
他

の
御
堂
流

の
人
々
と
比

べ
て
年
齢
が
と
て
も

若
く
、

『春
記
』

に
登
場
す
る
の
も
遅
い
。
し
た
が

っ
て
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
動
向
に
も
注
目
し
た

い
。

　

こ
の
よ
う

に
、
御
堂
流
の
人
々
の
行
事

へ
の
参
加
は
、
行
事

の
趣
旨
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
と
り
わ
け
頼
通
の
私

的
行
事

へ
の
参
加
は
、
中
宮
娠
子
の
も
と
で
行
わ
れ
た
菊
宴
で

「親
々
公
卿
」
に
声
が
か
け
ら
れ
た
と

い
う

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

頼
通
と

の
親
密
な
関
係
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
特
に
中
宮
姫
子
や

「若
宮
」
で
行
わ
れ
る
行
事
は
、
「親

々
公
卿
」
た
ち
の
結
束
力
を
強
め
る
た
め
に
、
ま
た
そ
の
結
束
の
強
さ
を
周
囲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(9
)

知
ら
し
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
た

が

っ
て
こ
こ
に
参
集
し
て
い
る
御
堂
流
の
人

々
、

つ
ま
り
頼
宗

・
長
家

・
信
家

・
兼
頼

・
俊
家
が
頼
通
の
血
縁

関
係
に
あ
る

「親
々

公
卿
」
と
資
房
が
み
て
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
教
通

・
信
長
父
子
が
頼
通
の
私
的
行
事
、
特
に
中
宮
姫
子
や
祐
子
内
親
王

の
も
と

で
行
わ

れ
た
行
事
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
後
宮
政
策
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
頼
通
と
確
執
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　
な
お

、
教
通

・
信
長
父
子
や
、
資
房
が

「親
々
公
卿
」
と
み
る
頼
宗

・
兼
頼

・
俊
家
父
子
の
例
を
み
て
み
る
と
、
子

ど
も
の
動
向
は
父
親

の
動
向

に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
と
頼
通
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
の
動
向
か
ら

詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た

い
。
た
だ
し
頼
宗

の
息
能
長
は
、
そ
の
動
向
か
ら

「親
々
公
卿
」
と
は
い
え
な

い
よ
う

に
思
う
。
能
長
に
つ
い
て

も
次
章

で
検
討
す
る
。
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二
　
頼
通
と
御
堂
流
の
人
々

　
　
　

(
一
)
教
通
と
信
家

・
通
基

・
信
長

　
頼
通

と
教
通
の
確
執
が
生
じ
る
こ
と
と
な

っ
た
契
機
は
、

一
般
的
に
教
通
女
生
子
の
入
内
に
あ

っ
た
と

い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
宮
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(10
)

に
対
す

る
考
え
方

の
相
違
が
原
因
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
実
際
、
道
長
時
代
に
は
、
互
い
に
協
力
し
摂
関
家
を
盛
り
立

て
て
い
こ
う
と
す
る

姿
勢
が
両
者
に
は
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
教
通
の
息
信
家
を
め
ぐ
る
二
人
の
関
係
か
ら
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
信
家
が
頼

通
の
養
子
と
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(11
)

背
景
と

そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
前
稿
で
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
要
点
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12
)

　
ま
ず

信
家
が
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
の
は
、
治
安
二
年

(
一
〇
二
二
)
頃
で
頼
通
の
後
継
者
と
な
る
長
男
通
房

の
誕
生
以
前

の
こ
と
で

　
　
(13
)　
　
　
　
　
　
　
(14
)

あ

っ
た
。
ま
た

『今
鏡
』

に
よ
れ
ば
、
信
家
は
幼

い
こ
ろ
、
頼
通

の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
、
頼
通
に
よ

っ
て
養
育
さ
れ

て
い
た
と
も

い
わ
れ

る
。
こ
の
頃
、
頼
通
は
す
で
に
道
長
か
ら
氏
長
者
の
立
場
を
譲
ら
れ
、
関
白
と
な

っ
て
い
た
が
、
実
子
が
な
か
な
か
誕
生
し
な
か

っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15
)

教
通
の
長
男
信
家
を
頼
通
の
養
子
と
し
て
摂
関
家
の
後
継
者
と
す
る
こ
と
が
、
こ
の
養
子
関
係
の
意
義

で
あ

っ
た
こ
と
を
前
稿
で
論
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16
)

ま
た
、
信
家
が
八
歳
で
童
殿
上
を
許
さ
れ
た
際
に
は
頼
通

・
教
通
が
共
に
付
き
添

っ
て
参
内
し
た
と

い
う
記
事
や
、
頼
通

の
長
男
通
房
の
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17)

生
以
後
も
、
法
成
寺
に
お
け
る
法
要
で
教
通
が
通
房
を
抱
え
て
、
参
集
し
て
い
る
公
卿
の
前
に
出
る
と
い
う
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
、
頼
通

と
教
通
が
協
力
体
制
に
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
し
か
し
、
頼
通
と
教
通

の
関
係
は
、
道
長
の
死
後
か
ら
少
し
ず

つ
変
化
し
て
き
た
よ
う
だ
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
教
通
の
次
男
通
基

の
存

在
で
あ

る
。
通
基
は
元

々
信
基
と

い
い
、
長
元
八
年

(
一
〇
三
五
)
頃

「通
基
」
と
改
名
し
て
い
る
こ
と
が

『公
卿
補
任
』
よ
り
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(18
)

通
基
は
長
元
五
年

(
一
〇
三
二
)
十

一
月
二
十
六
日
、
弟
信
長
と
共
に
元
服
し
た
。
そ
の
際
、
通
基
は
道
長
の

コ
戸
」

に
入

っ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(19
)

に
よ

っ
て
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
通
基

の
改
名
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
坂
本
賞
三
氏
は
、
頼
通
以
降

の
摂
関
家
後
継
者
の
名
前
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が

「師
」
と

「通
」
を
交
互
に
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
通
も
ま
た
自
分
の
子
ど
も
を
後
継
者
と
す
る
べ
く

「通
基
」
と
改
名
し
た

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(20
)

可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
通
基

の
存
在
か
ら
、
教
通
が
独
自

の
摂
関
家
維
持
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
教
通
は
自
ら
摂
関
家
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
後
宮
政
策
を
行

っ
て
い
っ
た
。
生
子
が
後
朱
雀
天
皇
に
、
歓
子

が
後
冷
泉
天
皇
に
そ
れ
ぞ
れ
入
内
し
て
い
る
。
ま
た
真
子
に
つ
い
て
も
長
久
三
年

(
一
〇
四
二
)
に
後
朱
雀
後
宮

の
尚
侍
と
し
て
入
内
し
た
。

　
ち
な

み
に
通
基
は
長
暦
四
年

(
一
〇
四
〇
)
二
十
歳
の
若
さ
で
亮
去
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
後
教
通
は
、
三
男
信
長

の
人
事

に
奔
走
し
て

　
(21)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(22
)

い
る
。

こ
の
信
長
こ
そ
が
、
後
に
頼
通
の
実
子
師
実
と
摂
関
職
の
継
承
争

い
を
す
る
こ
と
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
『古
事
談
』
な
ど
の
説
話
か

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(23
)

ら
も
、

一
般
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
道
長
時
代
に
は
頼
通
と
教
通
は
と
も
に
摂
関
家
を
盛
り
立
て
、
維
持
し
て
い
こ
う
と

い
う

協
力
体
制
に
あ

っ
た

が
、
道

長
の
死
後
、
教
通
は
独
自
の
摂
関
家
維
持

の
道
を
歩
み
始
め
、
頼
通
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
た
。
両
者
の
確
執
は
、
前
章

で
述
べ
た

よ
う
に
頼
通
の
私
的
行
事
に
全
く
参
加
し
な
い
と

い
っ
た
教
通
の
動
向
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
教
通
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
頼

通
の
養
子
と
な

っ
た
信
家
は
、
早
く
か
ら
頼
通
の
も
と

で
養
育
さ
れ
、
頼
通
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
あ
げ
、
頼
通
の
補
佐
役
と
な

っ

た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な

い
。

一
方
、
通
基
の
亮
去
後
、
教
通
は
信
長
を
後
継
者
と
し
て
期
待
し
て
い
た
。
信
長
は
教
通
と
同
様
、
頼
通

の

私
的
行
事

へ
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
女
御
生
子
の
も
と
で
の
饗
応
に
資
房
を
初
め
と
し
た
諸
公
卿

を
誘
う
な
ど
積
極
的

　
　
　

　
　
　
(24
)

な
動
き

が
見
ら
れ
、
頼
通
の

「親
々
公
卿
」
と
は
異
な

っ
た
行
動
を
と

っ
て
い
た
と

い
え
る
。

　
　
　

(二
)
頼
宗
と
兼
頼

・
俊
家

前
章

で
述
べ
た
通
り
、
頼
宗
と
兼
頼

・
俊
家

・
能
長
親
子
は
、
資
房
に

「親
々
公
卿
」
と
み
ら
れ
る
人

々
で
あ
る
。
ま
ず
頼
宗
は
、
前
節

で
述
べ
た
教
通
と
は
異
な
り
、
頼
通
と
よ
く
行
動
を
共
に
し
て
い
る
姿
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
長
久
元
年

(
一
〇
四
〇
)
十

一
月
十
四
日
、
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こ
の
日
は
五
節
参
入
の
日
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
資
房
は

「
丑
時
許
関
白
井
東
宮
大
夫
已
下
相
引
参
入
、
殺
雅
中
納
言
御

五
節
参
入
云
々
」
と

記
し
て
お
り
、
頼
通
が
頼
宗
な
ど
を
率

い
て
中
納
言

(通
房
)

の
五
節
所

へ
参
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
同
月
二
十
五
日
に
は
、
頼

通
が
頼

宗

・
能
信

・
長
家

・
源
師
房

・
通
房

・
信
家
ら
を
率

い
て
二
条
内
裏
に
い
る

「若
宮
」

つ
ま
り
祐
子
内
親
王
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
源
隆
国

・
俊
家

・
経
長

・
行
経
ら
頼
通
の

「親

々
公
卿
」
も
こ
の
場
に
参
入
し
、
饗
僕
が
儲
け
ら
れ
、
み
な

「醇
歌
酔
舞
宛
如
酒
狂
」

で
あ

っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
長
久
三
年

(
一
〇
三
九
)
十

一
月
二
十
二
日
条
に
は

つ
ぎ
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
晩
頭
関
白
参
入
給
、
日
者
度

々
有
召
、
今
日
適
参
給
、
而
東
宮
大
夫
同
候
御
前
、
傍
不
能
被
仰
細
事
云
々
、
是
若
執
柄
之
謀
略
鰍
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ト

　
　
人

云
、
内
府
娘
可
入
内
之
事
可
仰
云
、
関
白
聞
此
云
成
謀
略
云
々

後
朱
雀

天
皇
は
頼
通
に
話
す
べ
き

「細
事
」
が
あ

っ
た
が
、
頼
宗
が
共
に
砥
候
し
て
い
る
の
で
話
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と

い
う
。
そ
も

そ
も
日
頃
か
ら
頼
通
を
御
前

へ
の
参
入
を
促
し
て
い
た
も
の
の
、
頼
通
は
な
か
な
か
参
入
し
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
資
房
は
、
天

皇

の
話

の
内
容
が
教
通
女
生
子

の
入
内
に
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
だ
と
周
囲
の
入
々
が
い
っ
て
い
る
と
記
し
て

い
る
。
ま
た
頼
宗
を
共

に
砥
候

さ
せ
て
い
た

の
は
、
入
内
に
関
す
る
話
し
を
さ
せ
な

い
た
め
の
頼
通

の
策
略
で
は
な

い
か
と
も
記
し
て
い
る
。
頼
宗

の
砥
候
が
、
本

当
に
頼
通

の
策
略
で
あ

っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
頼
宗
は
こ
の
よ
う
な
場
合

に
お

い
て
頼
通
が
同
行
さ
せ
る
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
存

在
と
し

て
、
資
房
が
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
記
事
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
頼
宗
は
頼
通
と
行
動
を
共
に
し
、
頼
通
を
補
佐
す
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が

『春
記
』
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
こ
で
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(26
)

意
さ
れ

る
の
は
、
頼
宗
も
ま
た
、
長
久
三
年

(
一
〇
四
三
)
に
女
延
子
を
後
朱
雀
天
皇
に
入
内
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。
残
念
な
が
ら
、
当
該

年
は

『春
記
』

の
欠
如
部
分
に
あ
た
り
、
そ
の
い
き
さ

つ
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
入
内
以
後
も
頼
通
と
頼
宗
及
び
そ
の
子
ど
も
達

と

の
関
係
に
こ
れ
と

い
っ
た
変
化
は
み
ら
れ
ず
、
頼
宗
が
教
通
の
よ
う
に
独
自
の
摂
関
家
維
持
の
政
策
と
し
て
延
子
を
入
内
さ
せ
た
と
は

一

概
に
言
え
ず
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
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次
に
頼
宗

の
息
兼
頼
と
俊
家
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
頼
通
と
の
関
係
を
示
す
も

の
と
し
て
、
永
承
七
年

(
一
〇
五

二
)
八
月
八
日

・
十

四
日
に
行
わ
れ
た
伊
勢
祭
主
決
定
の
陣
定
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

い
。

　
ま
ず
八
日
、
陣
に
は
教
通

・
源
師
房

・
藤
原
資
平

・
藤
原
経
任

・
源
経
長

・
藤
原
資
房

・
源
経
成

・
源
資
綱
が
参
入
し
て
い
た
。
俊
家
は

病
気

の
た
め
陣
定
に
は
出
席
せ
ず
に
退
出
し
た
と
い
う
。
当
時
の
陣
定
め
の
人
数
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
人
々
の
参
入
だ
け
で
は
少
な
か

っ

た

の
か
、
教
通
は

「参
入
公
卿
数
少
、
取
執
柄
気
色
可
進
止
」
と
、
公
卿
の
出
席
数
が
少
な

い
の
で
、
今
日
陣
定
を
行
う
か
ど
う
か
頼
通

の

裁
許
を
仰
ぐ
よ
う
に
と
、
頼
通
の
も
と

へ
使
者
を
遣
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
頼
通
は

「民
部
卿
長
家
及
兼
頼
卿
隆
国
卿
可
催
」
、
す
な

わ
ち
長
家

・
兼
頼

・
隆
国

の
三
人
を
出
席
さ
せ
る
よ
う
に
返
事
を
し
た
。
し
か
し
三
人
と
も
障
り
の
た
め
参
入
で
き
ず
、
こ
の
日
の
陣
定
は

延
期
と
な

っ
た
。
次
い
で
十
四
日
、
再
度
伊
勢
祭
主
に

つ
い
て
の
陣
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
も
参
入
の
公
卿
が
少

な
く
、
頼
通
は

「件
定
度
々
延
引
至
干
今
、
早
可
被
定
申
、
但
左
衛
門
督
隆
国
、
二
位
中
納
言
俊
家
、
重
可
遣
召
者
」
と
述
べ
て
い
る
。
延

引
が
続

い
て
い
る
の
で
今
回
は
陣
定
を
行
う
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
際
隆
国
と
俊
家
に
は
必
ず
出
席
す
る
よ
う

に
と
命
じ
た
。
こ
の
日
兼
頼
は

す
で
に
参
入
し
て
お
り
、
ま
た
長
家
は
す
で
に
障
り
の
た
め
参
入
で
き
な
い
旨
を
教
通
に
伝
え
て
あ

っ
た
の
で
、
特
に
頼
通
か
ら
の
参
入

の

催
促
は
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
公
卿
の
数
が
少
な
く

て
も
、
彼
ら
を
参
入
さ
せ
て
定
を
行
う
よ
う
に
と
の
頼
通

の
考
え
は
、
彼
ら
に

対
す
る
信
頼
の
表
れ
と

い
え
よ
う
。

　
頼
宗

が
頼
通
と
行
動
を
共
に
し
、
頼
通
の
補
佐
役
と
な

っ
て
い
た
こ
と
と
同
様
に
、
そ
の
息
で
あ
る
兼
頼

・
俊
家
も
ま
た
頼
通
の

「親

々

公
卿
」

と
し
て
廟
堂
の
補
佐
役
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
な
お
能
長
は
、
兼
頼
や
俊
家
と
は
立
場
が
少
し
異
な
る
。
そ
れ
は
能
信

の
養
子
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

能
信

の
節

で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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(三
)
長
家
と
忠
家

・
祐
家

　
長
家

は
、
御
堂
流
の
中
で
も
最
も
頼
通
と
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
た
人
物
と
で
あ

っ
た
こ
と
が

『春
記
』
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
長
家
は

明
子
所

生
の
頼
通

の
異
母
弟

で
あ
る
が
、
明
子

の
生
存
中
か
ら
倫
子
の
養
子
と
し
て
育
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
長
家

が
頼
通
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
と
な

っ
た

の
は
、
そ
う

い
っ
た
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
頼
通
が
長
家
を
信
頼
し
、
廟
堂
に
お
け
る
補
佐
役
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
陣
定

へ
の
参
入

の
催
促
が
あ

っ
た
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
永
承
七
年
七
月
十
二
日
の
資
房
の
記
述
に
は
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
こ
の
日
、
頼
通
は
同
年
七
月

一
日
に
行
わ
れ
た
御
読
経
の
講
師
が
不
当

で
あ
る
と
後
冷
泉
天
皇
の
御
前
に
お

い
て
怒
り
奏
上
し
て
い
る
。
資
房
は

「所
被
奏
之
詞
不
可
書

尽
云

々
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
皇
に
訴
え
る
頼
通
の
怒
り
は
相
当

の
も
の
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
さ
て
こ
の
時
、
頼
通
と
共
に
御

前
に
砥
候
し
て
い
た
人
々
が
い
た
と

い
う
。
資
房
は
こ
れ
ら
の
人
々
を

「得
意
人

々
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
頼
通

の
意
を
得
る
人
々
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は

「親

々
公
卿
」

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
さ
ら
に
本
条
に
お
い
て
は

「得
意
人

々
」
と
は

「所
謂
長
家

師
房
等

也
」
と
資
房
は
記
し
て
い
る
。
源
師
房
が
、
頼
通
の
養
子
と
し
て
頼
通
に
最
も
目
を
か
け
ら
れ
、
公
私
に
わ
た
り
頼
通

の
補
弼
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(27
)

て
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
、
前
稿
に
お
い
て
も
述
べ
た
。
頼
通

の

「親
々
公
卿
」
と
し
て
そ
の
筆
頭
た
る
立
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
人
物

で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
長
家
は
頼
通
や
師
房
と
と
も
に
、
御
前
に
砥
候
で
き
る
存
在

で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
資
房
か
ら
頼
通

の

「得

意
人
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
次
に
長
家
の
息
忠
家

・
祐
家
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
前
章
に
お

い
て
、
こ
の
二
人
を
御
堂
流
の
中

の

「親
々
公

卿
」
と
し
て
名
前
を

挙
げ
た
が
、
前
章

の
表
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
実
際
に
は
頼
通
の
室
砥
子
の
法
要
に
し
か
参
加
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28
)

は
明
確

な
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
忠
家
は
寛
徳
元
年

(
一
〇
四
四
)
に
、
祐
家
は
永
承
元
年

(
一
〇
四
六
)
に
そ
れ
ぞ
れ
元
服
し
、
さ
ら

に
公
卿

と
な

っ
た

の
が
そ
れ
ぞ
れ
永
承
五
年

(
一
〇
五
〇
)
と
永
承
七
年

(
一
〇
五
二
)
で
あ

っ
た
。
二
人
は
白
河
で

の
遊
興
や
中
宮
姫
子
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の
も
と

で
の
菊
宴
が
行
わ
れ
た
長
暦
三
年

(
一
〇
三
八
)
の
時
点
で
は
、
若
干
六
歳
と
三
歳
の
元
服
前

の
子
ど
も
で
あ
り
、
行
事
に
参
加
で

き
る
年
齢
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
た
め

『春
記
』
に
も
あ
ま
り
登
場
し
な
い
。
そ
こ
で
忠
家

・
祐
家
の
経
歴
に
注

目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
二
人
の
母
は
従
三
位
源
酪
子
で
あ
る
。
母
基
子
が
彰
子

の
乳
母
で
あ

っ
た
関
係
か
ら
、
諮
子
自
身
も
彰
子
に

仕
え
て

い
た
。
忠
家

・
祐
家
は
、
母
の
側
か
ら
み
て
も
、
頼
通
に
接
近
し
う
る
環
境
に
あ

っ
た
と

い
え
る
。
ま
た
忠
家

の
昇
進
に
は
、
彰
子

を
は
じ
め
、
章
子
内
親
王

(父
は
後

一
条
天
皇

・
母
は
道
長
女
藤
原
威
子
、
後
冷
泉
天
皇
皇
太
后
)

や
馨
子
内
親
王

(章
子
内
親
王
同
母
妹
、

後
三
条

天
皇
中
宮
)

の
給
が
み
ら
れ
、
祐
家

の
昇
進
に
は
、
章
子
や
馨
子
に
加
え
、
頼
通
の
養
女
で
後
朱
雀
天
皇
中
宮
姫
子
の
皇
女
祐
子
内

親
王
や
、
頼
通
の
実

の
娘
で
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
た
寛
子
の
給
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
昇
進
の
状
況
か

ら
も
、
忠
家
と
祐
家

は
父
長
家
同
様
、
頼
通
や
次
世
代

の
師
実
の
補
佐
役
と
し
て
、
摂
関
家
と
緊
密
な
関
係
と
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。

　
　
　

(四
)
能
信

・
能
長

(頼
宗
実
子
)

　
最
後

に
、
能
信
と
そ

の
養
子
能
長
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
教
通
父
子

の
よ
う
に
、
頼
通

の
私
的
行
事
に
全
く

参
加
し
な

い
と
い
う
わ
け
で
も
な

い
が
、
頼
宗
や
長
家
親
子
の
よ
う
に
積
極
的
に
頼
通
を
補
佐
し
よ
う
と

い
う
動
向
も

み
ら
れ
な

い
。
前
章

で
も
触
れ
た
が
、
能
信
は
行
事

へ
の
不
参
加

の
み
な
ら
ず
政
務

へ
の
解
怠
も
顕
著

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
能
信
の
動
向
は
、

倫
子
腹

の
頼
通
や
教
通

へ
の
轡
屈
し
た
思

い
が
あ

っ
た
と

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
能
信
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
る
。
永
承
元
年

(
一
〇
四
六
)
十
二
月
十
九
日
条
、
尊
仁
親
王

の
元
服
儀
に
際
し
、

春
宮
大
夫
で
あ

っ
た
能
信
が
そ
の
準
備
な
ど
に
奔
走
し
て
い
る
姿
が
知
ら
れ
る
。
能
信
は
尊
仁
親
王

(後

の
後
三
条
天
皇
)

の
立
太
子
に
関

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(29
)

与
し
た
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
養
女
茂
子
を
後
三
条
天
皇
に
入
内
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
能
信
が
後
三
条
天
皇

に
接
近
し

て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
頼
通
と
能
信
は
決
定
的
に
摂
関
家
維
持
の
方
向
性
を
違
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
尊
仁
親
王
は
、
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後
朱
雀
天
皇
と
禎
子
内
親
王

(父
は
三
条
天
皇

・
母
は
道
長
女
藤
原
好
子
)
の
皇
子
で
あ
り
、
頼
通
に
と

っ
て
、
外
戚

関
係
の
な
い
皇
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(30
)

立
太
子
す
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
能
信
の
養
子
と
な

っ
た
能
長
も
、
養
父
の
動
向

に
影
響
さ
れ
、
女
道
子
を
白
河
天
皇
に
入

内
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
能
信

・
能
長
親
子
は
、
後
宮
政
策
を
中
心
と
し
た
頼
通
や
教
通
と
は
、
ま
た
違

っ
た
方
向

で
、
自
ら
の
家
を

盛
り
立

て
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
御
堂
流
の
人

々
の
動
向
か
ら
、
頼
通
と

の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。
第

一
に
、
頼
通

と
血
縁

関
係
に
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
皆
が
頼
通
の
補
佐
役
や
協
力
者
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
資
房
に
頼
通
の

「親
々
公
卿
」
と
見
な

さ
れ
て
い
る
の
は
、
頼
宗

・
長
家

・
信
家

・
兼
頼

・
俊
家

・
忠
家

・
祐
忠
で
あ
る
。

一
方
、
頼
通
と
教
通

・
信
長
は
、
後
宮
政
策
を
初
め
と

し
て
摂

関
家
継
承
の
考
え
方

で
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
外
戚
関
係
や
自
分
の
子
孫
を
も

っ
て
摂
関
家
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
確
執
が
生

じ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
能
信

・
能
長
親
子
は
、
頼
通
や
教
通
の
後
宮
政
策
を
中
心
と
し
た
摂
関
家
維
持

の
方
法
と
は
異
な
り
、
摂
関
家

と
は
外

戚
関
係

の
な

い
後
三
条
天
皇
を
擁
立
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
道
を
切
り
開
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
第

二
に
、
本
稿
で
い
う
御
堂
流
の
人
々
と
は
、
頼
通
の
兄
弟
と
そ
の
子
ど
も
達

の
こ
と
を
指
す
こ
と
を
先
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
は

の
動
向
は
、
父
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
た
だ
し
、
信
家
や
能
長
の
よ
う
に
、
養
子
と
な

っ
て
い
る
も
の

は
、
そ

の
養
育
の
過
程
で
養
父
の
影
響
を
強
く
受
け
、
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後

に
、
こ
れ
ら
御
堂
流

の
人
々
と
そ
の
子
孫
の
行
く
末
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず

、
教
通

・
信
長
親
子
が
頼
通

・
師
実
親
子
と
摂
関
家
の
継
承
を
め
ぐ

っ
て
争

っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
周
知

の
通
り
で
あ
る
が
、

結
局
信

長
が
摂
関
職
に
就
く
こ
と
は
な
く
、
頼
通
の
子
孫
が
摂
関
家
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
源
師
房
が

承
暦
元
年

(
一
〇
七
七
)
に
右
大
臣
と
し
て
亮
去
す
る
が
、
空
白
と
な

っ
た
右
大
臣
の
職
に
、
当
時
内
大
臣
信
長
が
転
任
す
る
こ
と
な
く
、

三
年
問
空
白
の
ま
ま
置
か
れ
た
。
承
暦
四
年

(
一
〇
八
〇
)
信
長
は
右
大
臣

・
左
大
臣
を
越
え
て
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
関
白
左
大
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臣
師
実

の
下
に
列
す
る
べ
き
宣
旨
が
下
さ
れ
、
そ
の
官
職
が
有
名
無
実
の
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
後
、

こ
の
信
長
の
子
孫
が

公
卿
と

な
る
こ
と
は
な
く
繁
栄
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
能
信

一
家
は
後
三
条
天
皇

・
白
河
天
皇

の
外
戚
と
な
り
、
能
信
は
死
後
太
政

大
臣
正

一
位
を
贈
位
さ
れ
る
が
、
そ
の
栄
華
も

一
時
の
こ
と
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
頼
宗
親
子
は
と
い
え
ば
、
兼
頼
は
康
平
五
年
正
月
十

一
日
に
正
二
位
権
中
納
言
で
薨
去
し
て
い
る
が
、
俊
家
は
、
承
暦
四
年

(
一
〇

八
〇
)

に
、
師
房
の
死
後
、
信
長
が
内
大
臣
に
留
め
置
か
れ
、
三
年
間
空
白
と
な

っ
て
い
た
右
大
臣

の
座
に
就
く

こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　
　
　

さ
ら
に
こ
の
俊
家
の
子
孫
に
つ
い
て

『中
右
記
』
保
延
二
年

(
=

三
六
)
十

一
月
四
日
条
に
は

「大
宮
右
大
臣
之
末
葉
七
人
在
公
卿
中
、

希
代
勝
事
也
」
と
記
さ
れ
、
後
世
に
お
け
る
繁
栄
ぶ
り
が
窺
え
る
。
ま
た
長
家
親
子
に
つ
い
て
も
、
大
臣
を
輩
出
す
る

こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

後
世
に
お

い
て
も
高
位
高
官
の
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
資
房
が

「親

々
公
卿
」
と
よ
ぶ
、
御
堂
流
の
人
々
は
み
な
後
世
に
お

い
て
も
繁
栄
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら

頼
通
時
代
に
お
け
る
人
脈
形
成
が
、
院
政
期
に
お
い
て
も
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
別
稿
に
お

い
て
、

「親
々
公

卿
」
が
頼
通
と
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
、
「摂
関
家
と
の
先
代
か
ら
の
密
接
な

つ
な
が
り
」
が
重
要
な
契
機
と
な
る
こ
と
を
述
べ
た

が
、
御
堂
流

の
人
々
に
と

っ
て
も
、
世
代
が
移

っ
て
い
く
と
、
血
縁
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
先
代
か
ら
の
密
接
な

つ
な
が
り
が
重
要
で
あ

っ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
、
②
血
縁
関
係
に
な

い
者
③
異
性

の
者
を
含
め
て
、
頼
通
の

「親

々
公
卿
」
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
で
む
す
び

と
し
た

い
。

お

わ

り

に

資
房

の
い
う
頼
通
の

「親

々
公
卿
」
と
は
、
単
に
追
従
者
と
し
て
頼
通
に
媚
び

へ
つ
ら
う
人
々
を
非
難
し
た
言
葉
で
は
な
く
、
頼
通
の
信
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任
を
勝
ち
得
、
廟
堂
に
お
い
て
頼
通
の
命
を
遂
行
し
、
補
佐
役
と
し
て
動

い
て
い
る
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
①

頼
通
の
血
縁
関
係
者
、

②
血
縁
関
係
に
な
い
者
、
③
異
姓

の
者
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
出
自
も
区

々
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
先
代
か
ら
の
摂

関
家
と

の
密
接
な
関

係
や
、
公
私
に
わ
た
る
頼
通

へ
の
奉
仕
に
よ
り
、
頼
通
の
信
任
を
得
て

「親
々
公
卿
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
①
の
頼
通
の
血
縁

関
係
者

、

つ
ま
り
御
堂
流

の
人
々
は
、
無
条
件
で
頼
通
の

「親

々
公
卿
」
と
な
り
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
に
も
や
は
り
、
補
佐
や
協
力

に
よ
る
、
頼
通
と
の
信
頼
関
係
の
樹
立
が
重
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
頼
通
の

「親

々
公
卿
」
と
な
る
に
は
、
頼
通
と

の
信
頼
関

係
が
大

き
な
意
味
を
持
ち
、
血
縁
関
係
如
何
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『春
記
』
の
記
手
で
あ
る
中
級
貴
族

の
資
房
に

と

っ
て
、
御
堂
流
の
権
勢
と
は
絶
大
な
も
の
で
あ
り
、
御
堂
流
の
中
の

「親
々
公
卿
」
は
、
そ
の
他
の

「親

々
公
卿
」

と

一
線
を
画
し
た
存

在
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
節
も
み
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
頼
通

の

「親

々
公
卿
」
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
源
師
房

・
源
隆
国

・
藤
原
長
家
で
あ
ろ
う
。
特

に
源
師
房
は
頼
通

の
養
子
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(31
)

て
御
堂

流
に
強
く
位
置
づ
け
ら
れ
、
「親
々
公
卿
」
の
筆
頭
と
で
も
い
う
べ
き
存
在

で
あ
る
。
ま
た
源
隆
国
も
常
に
頼
通
邸
に
砥
候
し
、
奉
仕

す
る
姿

が
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
姓

・
異
姓
に
関
わ
ら
ず
、
相
互
の
信
頼
関
係
に
よ

っ
て
人
を
重
用
す
る
こ
と
は
、
頼
通

の
人
事
に

お
け
る
特
徴
で
あ
る
。

　
頼
通
が
こ
う

い
っ
た
人
事
を
行
う
の
は
、
父
道
長
時
代
の
廟
堂
と
は
異
な

っ
た
廟
堂
を
構
成
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
道
長
時

代
、
高

位
高
官
は
道
長
の
実
子
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
道
長
の
政
治
活
動
に
お

い
て
十
分
に
そ
の
補
佐
を
期
待
で
き
る
状
況
が
作
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
頼
通
時
代
に
移
行
す
る
と
、
摂
関
家
継
承

の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
兄
弟
間
で
の
確
執
が
顕
著
に
な
り
、
協
力
体
制
を
期

待
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
頼
通
は
、
兄
弟
間
で
の
確
執
と

い
う

、
ま
さ
に
今
、
自
分

が
直
面

し
て
い
る
問
題
を
、
次
世
代
に
残
さ
な

い
た
め
に
、
長
男
通
房
の
後
に
生
ま
れ
た
、
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
養

子
に
だ
し
て
い
た
。

そ

の
た
め
、
頼
通
は
政
治
的
補
佐
を
養
子
や

「親
々
公
卿
」
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
頼
通
の
信
頼
関
係
に
重
点

を
お

い
た
、
同
姓

・



22

異
姓
に
こ
だ
わ
ら
な
い
人
事
は
、
後
宮
政
策
に

つ
ぐ
、
摂
関
家
維
持

の
た
め
の
手
だ
て
の

一
つ
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿

で
は
、
主
に
御
堂
流

の
人
々
に
焦
点
を
当
て
、
頼
通
と

の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
が
、
と
り
わ
け

「親

々
公
卿
」
は
次
の
師
実

の
時

代
に
移

っ
て
も
、
密
接
な
関
係
が
保
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
他

の

「親
々
公
卿
」
た
ち
に
も

い
え
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
稿

で

は
、
こ

の
よ
う
な

「親
々
公
卿
」
と
の
関
係
を
含
め
、
頼
通
以
降

の
摂
関
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註(1
)
近
藤
出
版
社

　
一
九
八

一
年

(2
)
十

一
月
二
十
二
日
条

(3
)
十
二
月
二
十

一
日
条

(4
)
木
本
久
子
　
「藤
原
頼
通
の
実
子
-
養
子
に
出
さ
れ
た
俊
綱

・
定
綱

・
忠
綱
を
中
心
に
ー
」
(『京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀

　

要
』
史
学
編
　
第
六
号
　
二
〇
〇
七
年
)

(5
)
『扶
奏
略
記
』
永
承
元
年
同
日
条
、
大
規
模
な
火
災
に
よ
り
焼
亡
し
た
興
福
寺
の
再
建
終
了
を
う
け
て
の
供
養
が
行
わ
れ
た
。

(6
)
参
入
し
た
面
々
の
中
に
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
同
日
条
に
は
、
経
任
が
資
房
に

「難
無
召
所
参
入
也
、
有
事
定
之
時
、
錐
下

　

膓
猶
可
召
也
、
無
其
事
、
然
而
所
参
入
也
、
為
追
従
口
口
」
と
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
任
も
こ
の
日
参
入
の
催
促
は
な
か
っ
た
が
、
頼
通

　

邸
に
参
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
催
促
が
な
い
上
で
の
参
入
で
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
資
房
と
同
様
に
定
め
の
座
に
は
混
じ
ら
な
か
っ
た
も

　

の
と
推
察
さ
れ
る
。
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(7
)
『栄
華
物
語
』
の
中
で
砥
子
は

「三
条
殿
」
と
も
称
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

「
三
条
本
宅
」
と
は
砥
子
の
邸
宅
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
角
田

　

文
衛

「関
白
師
実
の
母
」
(
『王
朝
の
映
像
』
所
収
　
東
京
堂
出
版
　

一
九
七
〇
年
)
に
詳
し
い
。

(8
)
例
え
ば
永
承
七
年

(
一
〇
五
二
)
八
月
十
六
日
、
こ
の
日
は
斎
宮
御
喫
の
諸
事
定
で
、
斎
女
王
の
御
前
の
役
に
就
く
上
達
部
が
決
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
に
能
信
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
議
定
に
参
加
し
て
い
た
資
房
は

「能
信
者
不
出
仕
、
及
年
序
而
依
執
柄
命
定
入
者
」
と
述
べ

　

て
い
る
。
能
信
は
普
段
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
卿
の
中
で
も
最
上
膓
で
あ
る
た
め
御
前
の
役
に
加
え
る
よ
う
に
頼
通
が

　

命
じ
た
。

(9
)
「若
宮
」
と
は
姫
子
の
遺
子

・
祐
子
内
親
王
の
こ
と
で
あ
る
。
頼
通
は
、
姫
子
の
崩
御
後
、
自
邸
の
高
倉
第
に
引
き
取
り
、
後
見
役
と
な
り

　

養
育
し
た
。
和
田
律
子
氏
は
、
そ
の
背
景
に
頼
通
の
後
宮
政
策
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(『藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
更
級
日
記
』
新

　

典
社
　
二
〇
〇
八
年
)

(10
)
保
立
道
久

『平
安
王
朝
』
(岩
波
新
書
　

一
九
九
六
年
)
な
ど

(11
)
木
本
久
子

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養
子
関
係
の
一
考
察
」
(『京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編
　
第
五
号
　
二
〇
〇

　

六
年
)
・
木
本
前
掲
註
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ

(12
)
『左
経
記
』
同
年
十
二
月
二
十

一
日
条
の
信
家
袴
着
の
記
事
に

「若
君
実
内
大
殿
御
子
也
、
而
関
白
殿
為
養
子
、
於
賀
陽
院
殿
令
着
袴
給
」

　

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
信
家
は
頼
通
の
養
子
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(13
)
藤
原
通
房
の
誕
生
は
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
正
月
十

一
日

(『左
経
記
』
同
日
条
)

(14
)
藤
波
の
上
　
第
四
　
は
ち
す
の
露

(15
)
木
本
前
掲
注
11

(16
)
『小
右
記
』
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
三
月
二
十
三
日
条
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(17
)
『小
右
記
』
万
寿
二
年
七
月
十
五
日
条

(18
)
『小
右
記
』
同
日
条

(19
)
『小
右
記
』
同
日
条
に

「
二
郎
信
基
叙
従
五
位
上
、
依
故
入
道
相
府
戸
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
同
日
に
元
服
し
た
信
長
は
従
五
位
下
で
あ

っ

　

た
。

(20
)
坂
本
賞
三

『藤
原
頼
通
の
時
代
-
摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
ー
』
平
凡
社
　

一
九
九

一
年

(21
)
『春
記
』
長
暦
三
年
十
六
日

・
十
七
日
条
に
は
蔵
人
頭

へ
の
任
命
を
、
ま
た

『土
右
記
』
治
暦
五
年
六
月
二
十

一
日
条
に
は
内
大
臣
へ
の
申

　

任
を
そ
れ
ぞ
れ
頼
通
に
打
診
し
て
い
る
。
ま
た
通
基
の
死
後
、
急
速
に
官
位
が
上
昇
し
て
い
る
。

(22
)
第
二
臣
節
第
十
二
話

・
第
六
十

一
話
な
ど

(23
)
坂
本
賞
三
氏

(「村
上
源
氏
の
性
格
」
(『後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
所
収
　
吉
川
弘
文
館
　

一
九
九
〇
年
)
は
教
通
が
莞
去
し
て
か
ら
師

　

実
が
関
白
宣
旨
を
蒙
る
ま
で
の
十
九
日
間
の
空
白
は
、
教
通
が
信
長
に
摂
関
職
を
継
承
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
意
志
の
表
れ
で
あ
る
と
し
て
い

　

る
。

(24
)
長
久
元
年
十

一
月
十
六
日
条
な
ど

(25
)
延
子
は
幼
少
の
頃
よ
り
、
後
朱
雀
天
皇
の
異
母
姉
で
あ
る
脩
子
内
親
王
の
養
女
と
な
り
養
育
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

(26
)
『扶
桑
略
記
』
長
久
三
年
三
月
二
日
条

(27
)
木
本
久
子

「御
堂
流
摂
関
家
に
お
け
る
源
師
房
の
位
置
づ
け
」
(『京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編
　
第
七
号
　
二

　

〇
〇
八
年
)

(28
)
『公
卿
補
任
』
永
承
五
年
藤
原
忠
家
尻
付
、
永
承
七
年
藤
原
祐
家
尻
付

(29
)
茂
子
は
、
頼
通
の

「親
々
公
卿
」
の

一
人
藤
原
公
成
女
で
、
公
成
の
亮
去
後
能
信
の
養
女
と
し
た
。
ま
た
茂
子
は
後
三
条
天
皇
と
の
問
に
白



　

河
天
皇

を
儲

け

て

い
る
。

(
30
)

禎
子

の
母

が
頼

通

の
妹

に
当
た

る
た

め
、

血
縁

関
係

上
、
外

戚

に
な

い
と

は

一
概

に
言

え
な

い
が

、
頼
通

は
禎

子

や
そ

の
内
親

王

よ
り
、
自

　

分

の
養

女

の
姫
子

や
そ

の
女
祐

子
内

親

王

の
立
場
を

優
先

さ
せ

る
な

ど
、

両
者

の
関
係

は
著

し
く

悪

か

っ
た

。

そ

の
た

め
禎

子

の
皇

子

を
立

太

　

子

す

る
こ
と

に
、

頼
通

は
大
変

憤
り

を
感

じ

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

(31
)
木

本

前
掲

論
文

27
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